
（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

ピ
ア
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ
の
契
約
更
新
と

　

レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス

内
山　

航

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

現
事
業
者
と
の
契
約
は
２
０
２
０

年
３
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の

ピ
ア
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ
の
成
功
を
左
右
す

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
契
約
更

新
に
つ
い
て
ど
う
考
え
、
ど
の
よ
う
に

事
業
者
の
選
定
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

公
平
性
の
担
保
と
と
も
に
現
在
の

事
業
者
の
実
績
を
踏
ま
え
、
平
成
30
年

度
中
を
め
ど
に
、
期
間
更
新
の
可
能
性

を
含
め
た
利
活
用
に
つ
い
て
、
土
地
を

所
有
す
る
県
と
共
に
検
討
し
て
い
く
。

 　
　

あ
る
試
み
を
す
る
場
合
に
最
低
限

の
安
全
管
理
を
行
い
、
仮
に
規
制
が
な

か
っ
た
と
し
た
ら
何
が
で
き
る
か
を
検

証
す
る
こ
と
が
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
・
サ

ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
新
た
な
規
制

緩
和
策
と
し
て
未
来
投
資
戦
略
２
０
１

７
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ぜ
ひ
と
も
本

市
で
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●  レギュラトリー・
　サンドボックス
　国が規制を一時的
に緩和し、高度な産
業技術に関する実証
実験に取り組む新た
な規制緩和策で、本
市などが指定を受け
ている国家戦略特区
の制度においては小
型無人機の遠隔操作
などが対象になって
いる。

　
　

本
制
度
の
活
用
で
次
世
代
産
業
の

創
出
な
ど
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
市
も
成
長
が
見
込
め
る

分
野
で
そ
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

新
年
度
予
算
編
成
方
針
と

　

新
潟
水
俣
病
抗
告
訴
訟
高
裁
判
決

中
山　

均

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

 　
　

新
年
度
予
算
編
成
方
針
の「
見
直

し
の
視
点
」の「
他
都
市
に
比
較
し
た

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
適
正
化
」は
減
額
や

縮
小
の
視
点
で
書
か
れ
て
い
る
が
、サ
ー

ビ
ス
水
準
が
国
の
想
定
よ
り
手
厚
く
て

も
他
都
市
よ
り
低
い
場
合
の
対
応
は
。

　
　

経
営
資
源
の
安
心
・
安
全
な
ど
へ

の
振
り
向
け
の
た
め
、
事
業
の
方
向
性

を
見
極
め
、
現
行
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
変

更
は
拡
充
も
含
め
議
論
し
て
い
き
た
い
。

 　
　

新
潟
水
俣
病
抗
告
訴
訟
の
高
裁
判

決
で
原
告
全
員
の
認
定
が
命
じ
ら
れ
た
。

本
市
の
控
訴
理
由
の
中
の
「
水
俣
病
の

認
定
を
受
け
る
と
賠
償
や
一
時
金
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
原
告

や
そ
の
家
族
等
の
供
述
が
虚
偽
あ
る
い

は
誇
張
の
可
能
性
が
あ
る
」
な
ど
の
主

張
は
撤
回
し
、
謝
罪
す
べ
き
で
は
。

　
　

裁
判
上
考
え
得
る
可
能
性
を
記
述

し
た
も
の
だ
が
、
結
果
的
に
原
告
の
心

情
へ
の
配
慮
を
欠
く
記
述
が
あ
る
と
の

指
摘
は
謙
虚
に
受
け
止
め
、
今
後
、
お

会
い
す
る
機
会
に
お
わ
び
し
た
い
。

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

　

再
稼
働
に
つ
い
て
の
市
長
の
考
え

竹
内　

功

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

 　
　

安
倍
政
権
は
「
規
制
基
準
へ
の
適

合
を
規
制
委
が
認
め
れ
ば
、
原
発
を
再

稼
働
す
る
」
と
の
姿
勢
で
あ
り
、
10
月

に
は
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
に
原
子

力
規
制
委
員
会
が
適
合
判
断
を
示
し
た
。

市
長
は
９
月
の
定
例
記
者
会
見
で
「
東

電
に
は
、
世
界
最
大
級
の
原
発
を
再
稼

働
さ
せ
て
ほ
し
く
な
い
」
と
の
趣
旨
を
、

ま
た
10
月
の
会
見
で
は
規
制
委
員
会
が

柏
崎
刈
羽
原
発
６
・
７
号
機
の
審
査
で
、

事
実
上
の
合
格
を
出
し
た
こ
と
に
「
分

か
り
ま
し
た
と
思
う
県
民
は
非
常
に
少

な
い
」
と
述
べ
た
が
、
最
近
の
再
稼
働

の
動
向
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

規
制
委
員
会
の
事
実
上
の
合
格
証

と
な
る
審
査
書
案
に
対
す
る
意
見
公
募

を
実
施
し
た
中
で
、
柏
崎
刈
羽
原
発
建

屋
で
建
築
基
準
法
に
抵
触
す
る
防
火
貫

通
部
の
防
火
処
置
未
実
施
箇
所
が
新
た

に
60
カ
所
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
近

年
の
施
工
で
は
な
い
と
は
い
え
、
東
京

電
力
の
原
子
力
発
電
事
業
者
と
し
て
の

適
格
性
に
疑
義
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

基
金
の
考
え
方
と

　

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

小
柳　

聡
（
民
主
に
い
が
た
）

 　
　

基
金
積
立
の
た
め
に
必
要
な
事
業

が
行
え
ず
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ

せ
て
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
厳
し
い
事

業
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
毎

年
の
減
債
基
金
の
積
立
額
を
国
の
基
準

に
合
わ
せ
て
減
ら
し
、
財
源
を
捻
出
す

る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

本
市
は
国
の
積
立
モ
デ
ル
と
１
年

当
た
り
の
積
立
額
に
差
が
あ
る
状
況
で
、

積
立
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

予
算
編
成
の
中
で
検
討
す
る
。

 　
　

議
会
報
告
会
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ま

か
ら
小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

求
め
る
声
が
多
か
っ
た
。
多
額
の
予
算

は
か
か
る
が
他
都
市
を
見
習
い
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
や
リ
ー
ス
な
ど
の
手
法
を
活
用
し
、

導
入
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
が
喫
緊

の
課
題
だ
が
、
い
ず
れ
の
手
法
を
採
用

し
て
も
設
置
費
用
だ
け
で
な
く
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
も
必
要
な
た
め
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。（
教
育
長
）

新
婚
世
帯
へ
の
支
援
と

　

複
雑
化
す
る
困
難
を
有
す
る
若
者
支
援

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

 　
　

結
婚
を
し
た
く
て
も
お
金
や
出
会

い
が
な
い
、
将
来
が
不
安
で
一
歩
を
踏

み
出
せ
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
新
婚

世
帯
に
結
婚
に
伴
う
住
居
費
や
引
っ
越

し
費
用
、
結
婚
式
費
用
な
ど
を
補
助
す

る
国
の
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を
活
用

し
た
施
策
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
事
業
は
経
済
的
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
り
、
こ
れ
か
ら
結
婚
を
希
望
さ

れ
る
方
の
支
援
策
と
し
て
有
効
と
考
え

る
た
め
検
討
し
て
い
く
。

 　
　

長
期
化
、
複
雑
化
す
る
困
難
を
有

す
る
若
者
の
中
に
は
、
そ
の
成
育
環
境

や
家
庭
環
境
に
起
因
す
る
場
合
が
あ
り
、

解
決
す
る
に
は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
。
若
者
支
援
の
柱
と

し
て
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
の
実
施
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

や
そ
の
他
関
係
機
関
の
状
況
を
把
握
し
、

他
機
関
と
連
携
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の

実
施
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
今
後
の
支

援
を
行
っ
て
い
く
。（
教
育
長
）万代市民会館にある若者支援セン

ター「オール」のオープンスペー
スで談話する若者たち

民
間
保
育
士
の
状
況
と

 

追
加
的
処
遇
改
善
の
確
認

佐
藤　

耕
一

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

重
い
責
任
に
見
合
わ
な
い
低
待
遇

を
理
由
に
保
育
士
不
足
が
深
刻
化
し
、

保
育
所
を
開
設
で
き
な
か
っ
た
り
、
受

け
入
れ
る
子
ど
も
の
数
を
抑
え
た
り
す

る
事
例
が
あ
る
。
本
市
の
民
間
保
育
士

の
離
職
率
・
勤
務
年
数
・
年
齢
層
・
給

料
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

私
立
保
育
園
な
ど
で
、
本
年
度
当

初
か
ら
12
月
１
日
ま
で
の
離
職
率
は

３
・
３
％
。
そ
の
他
は
現
在
把
握
し
て

い
な
い
が
、
12
月
中
に
行
う
民
間
保
育

士
の
給
与
実
態
調
査
の
中
で
把
握
す
る
。

 　
　

保
育
士
へ
の
追
加
的
処
遇
改
善
と

し
て
、
本
年
度
よ
り
技
能
や
経
験
を
積

ん
だ
職
員
に
月
４
万
円
な
ど
の
上
乗
せ

が
行
わ
れ
保
育
園
に
支
払
わ
れ
る
。
上

乗
せ
分
は
保
育
士
へ
確
実
に
行
き
渡
る

べ
き
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
確
認
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　

申
請
時
に
は
全
職
員
に
改
善
額
を

個
別
に
説
明
し
、
確
認
の
署
名
を
義
務

付
け
て
い
る
。
ま
た
年
度
末
の
実
績
報

告
で
は
受
領
署
名
な
ど
で
確
認
す
る
。

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

 

工
業
団
地
の
確
保

吉
田　

孝
志

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

人
口
減
少
な
ど
で
地
域
活
力
の
維

持
さ
え
難
し
い
状
況
が
す
ぐ
に
来
る
が
、

こ
の
状
況
に
対
し
て
地
域
課
題
を
解
決

す
る
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
発
想
が
重

要
で
あ
る
。
民
間
の
立
場
で
発
想
を
引

き
出
し
、実
現
す
る
上
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
市
役
所
で
あ
る
べ
き
で
は
。

　
　

職
員
が
よ
り
一
層
地
域
に
出
向
き
、

地
域
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
し

て
情
報
を
共
有
・
理
解
し
、
信
頼
関
係

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

 　
　

農
業
振
興
地
域
の
工
業
用
地
化
に

は
関
係
機
関
と
の
協
議
な
ど
に
時
間
が

か
か
る
が
、
そ
の
先
を
見
込
ん
だ
産
業

立
地
を
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
先

の
見
え
る
都
市
経
営
や
産
業
戦
略
を
描

く
こ
と
が
で
き
る
。
本
市
独
自
の
工
業

団
地
の
確
保
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

民
間
の
情
報
な
ど
を
活
用
し
、
顕

在
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
工
業

用
地
確
保
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進

め
、
戦
略
的
に
都
市
間
競
争
力
の
あ
る

用
地
確
保
や
企
業
立
地
に
取
り
組
む
。

新
バ
ス
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
実
績
と

 

新
潟
駅
直
下
の
通
行
車
両

渡
辺　

均
（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

新
バ
ス
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
２

年
３
カ
月
が
過
ぎ
た
が
、
い
ま
だ
に
乗

り
換
え
の
不
便
だ
け
が
増
え
、
メ
リ
ッ

ト
が
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
声
を
多
く

聞
く
。
導
入
後
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

郊
外
線
の
増
便
や
市
民
意
見
を
踏

ま
え
た
改
善
を
進
め
、
利
用
者
数
は
開

業
前
か
ら
１
年
目
で
０
・
８
％
、
２
年

目
で
２
・
５
％
増
加
し
、
持
続
可
能
な

バ
ス
交
通
の
土
台
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

 　
　

新
潟
駅
連
続
立
体
交
差
事
業
の
供

用
開
始
に
向
け
、
現
時
点
で
駅
直
下
は

バ
ス
し
か
通
さ
な
い
予
定
だ
が
、
１
３

０
０
億
〜
１
４
０
０
億
円
も
費
や
す
事

業
で
あ
る
。
一
分
一
秒
が
人
命
に
関
わ

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
緊
急
車
両
の
通
行
は

ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
バ
ス
の
通
行
量

の
少
な
い
時
間
帯
で
の
タ
ク
シ
ー
、
マ

イ
カ
ー
の
通
行
は
で
き
な
い
の
か
。

整備が進む新潟駅

　
　

一
般
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
通
行

さ
せ
た
場
合
、
バ
ス
運
行
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
緊
急
車
両
の
み
通

行
可
能
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
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